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●平成 23 年 11 月 1 日現在（対前月比）
■人口　204,311 人（+35）　男　102,035 人（+19）　女　102,276 人（+16）　■世帯　82,436（+82）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　 「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」12 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 15 円です。
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人口と世帯

ビートルズのチカラでみんなを元気に
ビートルズトリビュートバンド「T

ザ

HE B
ブ ル ー

LUE」

正木 博さん（村岡）
12月号

　

仙
台
に
赴
任
し
て
い
た
と
き
に

今
の
バ
ン
ド
を
結
成
し
、
仙
台
や
福

島
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
出

身
は
愛
知
県
で
す
が
、
バ
ン
ド
仲
間

　

11
月
に
市
内
で
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
、「
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
チ
カ
ラ
」を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
北
地
方
の

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
に
よ

る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
で
、
東
北
の
被

災
地
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
デ
パ
ー
ト
で「
お
や
じ
バ

ン
ド
大
会
」が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

バ
ン
ド
の
再
起
の
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
当
日

は
観
客
の
皆
さ
ん
に
拍
手
喝
采
を

い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
も
み
ん
な
無

事
で
集
ま
り
、
演
奏
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

　

他
の
バ
ン
ド
も
徐
々
に
活
動
を

再
開
し
ま
し
た
。
友
人
を
失
っ
た

人
、
家
を
津
波
で
流
さ
れ
た
人
、

放
射
能
と
闘

た
た
か

っ
て
い
る
人
、
教
師

と
し
て
被
災
し
た
子
ど
も
と
向
き

合
っ
て
い
る
人
、
心
に
傷
を
負
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
無

事
で
、
再
び
一
緒
に
ラ
イ
ブ
が
で

き
る
喜
び
や
感
動
を
被
災
地
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
く
て
復
興
ラ
イ
ブ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

愛
し
て
や
ま
な
い
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

歌
に
は
「
愛
、勇
気
、友
情
、平
和
」

が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
際
こ
の
ラ
イ
ブ
で
の
お
客
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
笑
顔
で
聴
い

て
く
れ
、
時
に
は
大
合
唱
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

バ
ン
ド
の
結
成
と
震
災

仲
間
と
の
再
会
と
バ
ン
ド
の
再
開

熊
谷
で
の
ラ
イ
ブ
を
終
え
て

夢追い人
情熱世代

は
み
ん
な
東
北
の
人
た
ち
で
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
私
は
３

月
に
東
京
へ
異
動
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
東
北
で
震
災
に
遭
遇
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
よ
う
や
く
連
絡
の
と

れ
た
仲
間
達
も
何
と
か
無
事
で
し
た

が
、
練
習
場
所
や
ラ
イ
ブ
を
や
っ
て

い
た
場
所
は
損
壊
し
て
し
ま
い
、
活

動
を
一
時
休
止
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
関
東
で
は
初
め
て
こ
の

ラ
イ
ブ
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
場
し
た
皆
さ
ん
か
ら

募
金
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
温
か

い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
仲
間
も
熊
谷
で
演

奏
で
き
て
よ
か
っ
た
と
感
激
し
な

が
ら
東
北
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
後
も「
チ
カ
ラ
」を

与
え
た
い
、
そ
し
て
も

ら
い
た
い
。
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
機
会

が
あ
れ
ば
市
内
で
も
ラ

イ
ブ
を
や
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
聴
き
に
き
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
当
日
お
預
か

り
し
た
募
金
は
日
本
赤

十
字
社
埼
玉
県
支
部
を

通
じ
て
被
災
地
へ
送
金

し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ  桜リバーサイドパーク
↓（300 ｍ）
Ｂ  臨時駐車場
↓（200 ｍ）
Ｃ  和田吉野川堤
↓（400 ｍ）
 D  玉作水門
↓（200 ｍ）
 E   荒川堤
↓（700 ｍ）
 F  健康スポーツセンター

　市内の名所やちょっとした景色を楽しみながら、ウォーキン
グができるコースをご紹介します。運動不足解消や新たな熊谷
の発見など、楽しみ方をさがすのも良いかもしれませんね。
◆スポーツ振興課　　内線 391　

歩く距離　約１. ８k ｍ

く・ま・さ・ん・ぽ
さあ、歩こう！

　歩いた距離をウォーキングポイントカードに記録し、
300kmに達した方には、ささやかな景品を贈呈します。
　カードは、スポーツ振興課に置いてあるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

ウォーキングの
ポイント

・歩幅は、肩幅の 1.5 倍が目安。
・自分のペースで風を感じる速さで歩く。
・専用シューズを利用してアクティブに。

TEL

　A地点付近

　D地点付近

第 7 回 和田吉野川・荒川リバーサイドコース

コースの概要
　大里地区を流れる 2 つの
川の堤の散策コースです。
釣り、バーベキュー、プー
ル、入浴など家族で楽しめ
る約 1.8 ｋｍのコースです。

熊谷のライブで演奏する「THE BLUE」（左から 2 番目が正木さん）

く
ま
が
や

TEL

FAX

臨時駐車場

桜リバーサイドパーク

和田吉野川

A

C D

E

F

257

B

ビートルズのチカラ！ホームページ　
http://beatlesnochikaraintohoku.web.fc2.com/

「THE BLUE」ホームページ　
http://www.justmystage.com/home/theblue/index.html
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特
集

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

進し
ん

捗ち
ょ
く

率
74
％
、自
己
評
価
70
点（
昨
年
比
11
％
、12
点
ア
ッ
プ
） 　

市
長
の
政
策
提
言（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）に
つ
い
て
、
２
期
目
で
２
年
目

と
な
る
こ
の
１
年
間
の
取
組
状
況
を
６
つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
政
策
調
査
課　

内
線
３
６
９

概
要

　

58
の
政
策
提
言
の
達
成
度
を
次

の
4
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

順
調　

 　

 

★
★
★ 

3
ポ
イ
ン
ト

お
お
む
ね
順
調 

★
★ 

２
ポ
イ
ン
ト

や
や
遅
れ
て
い
る 

★ 

１
ポ
イ
ン
ト

遅
れ
て
い
る　

   

－ 

０
ポ
イ
ン
ト

　

進
捗
率
は
評
価
の
合
計
１
２
８

ポ
イ
ン
ト
を
満
点
の
１
７
４
ポ
イ

ン
ト
で
割
っ
た
値
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
己
評

価
を
70
点
と
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
事
業
所
を
新
設
・
増
設

す
る
企
業
へ
の
奨
励
金
の
交
付
要

件
を
大
幅
に
緩
和
し
、
企
業
が
市

民
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
奨

励
金
制
度
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
太
陽
光
発
電
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
設
備
に
対
す
る
奨

励
金
の
メ
ニ
ュ
ー
も
新
設
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
内
の
文
化
財
や
そ
の

保
護
事
業
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
博
物
館「
熊
谷
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
開
設
し

ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
被

害
が
消
防
な
ど
公
共
機
関
の
対
応

能
力
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
災
害
発
生
直
後
に
は
自

主
防
災
組
織
の
役
割
が
非
常
に
重

要
に
な
る
た
め
、
そ
の
組
織
率
の

向
上
と
活
動
の
支
援
を
図
っ
て
い

ま
す
。
10
月
1
日
現
在
の
組
織
率

は
51.

4
％
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設

備
と
高
効
率
給
湯
器
の
設
置
の
た

め
、
予
算
を
増
額
し
て
3
千
万
円

の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
南
運
動
場(

野
球

場)

を
解
体
・
芝
生
化
し
、
避
難
場

所
に
も
な
る「
伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
公

園
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

職
員
総
数
の
抑
制
に
よ
り
、
平

成
22
年
度
の
減
員
数
は
21
人
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
の
効
果
額
は

約
1
億
6
千
8
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
末
の
市
債

の
残
高
は
約
６
９
５
億
円
で
、
借

入
額
の
抑
制
と
繰
上
償
還
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約
37
億

円
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

6
月
に
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
が
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
小
学
生
4
千
人
を
バ
ス
で
招
待

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
女
子
高
校
の
跡

地
・
施
設
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化
に
親
し
め
る「（
仮
称
）ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
村
」を
整
備
す
る

利
用
構
想
を
策
定
し
、
平
成
25
年

度
の
一
部
オ
ー
プ
ン
に
向
け
基
本

設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
や
、

育
児
相
談
、
育
児
情
報
の
収
集
な

ど
が
で
き
る
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
と
し
て
市
内
17
か
所
目
と
な
る

「
ベ
ア
リ
ス
」を
立
正
大
学
内
に
新

設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秦
小
学
校
区
に
公
立
で

33
番
目
と
な
る
秦
児
童
ク
ラ
ブ
を

新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
の
主
な
成
果

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

安
全
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

便
利
で
機
能
的
な
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す

市
民
が
元
気
で
健
康
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

1

3

4

5
効
率
的
な
行
財
政
経
営

を
進
め
ま
す

6

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
、

夢
と
希
望
が
も
て
る

ま
ち
に
し
ま
す

2 政　　　策　　　提　　　言 達成度
観るスポーツを誘致し、参加し、楽しむスポーツを
振興します ★★★

不妊治療費の助成を拡大します　 ★★★
ふれあいいきいきサロンなど、高齢者等が楽しく過ご
せる場を増やします ★★★
校区連絡会の地域計画づくりを支援し、住みよい地
域づくりを進めます ★★
高度救急医療を視野に入れた地域医療体制を充実さ
せます ★
市立女子高校跡地を生涯学習、教育、スポーツの場
にします ★★
熊谷東小学校区内に公民館を新たに建設します ★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
「あつさ はればれ 熊谷流」事業を充実し、先進的な環境プロジェクトを進めます ★★
自主防災組織の組織率を引き上げます ★★★
子どもエコクラブを各小学校区に設置し、「環境について自ら考え、自ら行動できる子」を育てます ★
家庭用太陽光発電設備の設置費用を助成します ★★★
犯罪抑止に効果の高い青色防犯灯への交換費用を助成します ★★★
合併処理浄化槽の維持管理費用を助成します ★★★
低公害自動車の軽自動車税に対して助成します ★★
企業の環境関係設備に対する課税上の支援をします ★★★
市街地の公園を市民の憩いの場として再生します ★★
市民による公園の芝生化を進めます ★★
中央消防署を移転して整備し、消防力を強化します ★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
橋梁の調査点検、維持管理を行い、長寿命
化を図ります ★★

交通安全上、狭くて通行しにくい籠原駅東側
などの踏切道の拡幅改良を進めます ★★

南運動場を多目的広場として再生します ★★★
市内循環バスは、75 歳以上の運転免許証返納者
の料金無料化を図るとともに、路線数を増やします ★★★

街路樹による緑陰形成や路面温度を低下させる舗
装等、地球温暖化防止の道路空間整備を進めます ★★

熊谷駅南北駅前交通広場の整備を進めます ★★
籠原駅北口周辺の電線地中化を進めます ★★

（仮称）熊谷西環状線の整備を進めます ★
（仮称）南部東西幹線の整備を進めます －
（仮称）妻沼東西幹線の整備を進めます ★
東武熊谷線跡地の道路の整備を進めます ★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
市職員の数を減らし、人件費を大幅に削
減します ★★★

弾力的な財政運営を図るため、引き続き、
市債を減額します ★★★

指定管理者制度等の導入を拡大し、利用
者の利便の向上を図ります ★★

新ハートフル・ミーティングを実施します ★★
特定行政庁へ移行し、建築確認等の利便
性を高めます ★★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
自転車道整備やバリアフリー化を進め、回遊性の向上を図り、
中心市街地のにぎわいをつくります ★★

補助を伴う融資により、中小企業経営を支援します ★★
農地・水・環境保全向上対策事業の取り組みを支援します ★★★

「熊谷フィルムコミッション」により映画撮影等の支援を行い、
市の PR に努めます ★

熊谷中央地区のほ場整備を推進します ★★
市民の食の安心 ･ 安全を図るため、地産地消運動を進めます ★★
熊谷ブランド化を図り、地域物産情報の発信を進めます ★★
商店街の街路灯を省エネ電球（LED）に交換する支援をします ★★★
祭りなど各種伝統行事の運営を支援し、観光客誘致に努めま
す ★★

既存企業の支援を強化するとともに、地球環境等に配慮した
企業の立地を進めます ★★★

妻沼聖天山を中心にしたエリアを観光拠点として整備します ★★
携帯電話を利用して、いつでも街角の情報、観光案内が受け
られるシステムを導入します ★★

歴史的、文化的資産をデジタル化した「熊谷デジタルミュージ
アム」を開設します ★★★

豊かな里山など地域の魅力的資源を活用した交流事業「熊谷型
グリーン・ツーリズム」を進めます ★★

テクノグリーンセンター用地に、県と共同で賑
にぎ

わい施設をつく
ります ★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
中学校卒業までの子どもの医療費の無料化を継続し
て実施します ★★★

小・中学校の屋内運動場を順次、改築します ★★
学力向上補助員と学校教育支援者を増員します ★★
外国人英語指導助手を市内全小 ･中学校に配置します ★★
０歳児保育を実施する保育所を増やします　 ★★★
児童クラブを増やします ★★
子育て広場を増やします ★★★
母子家庭に支給されている児童扶養手当を、他市に
さきがけ、父子家庭にも支給します ★★★

学校給食施設の整備を進めます ★

　

ま
た
、
市
内
循
環
バ
ス
に
新
た

な
路
線
を
加
え
、
江
南
地
区
を
巡

回
す
る「
ほ
た
る
号
」と
熊
谷
駅
周

辺
の
市
街
地
を
巡
回
す
る「
直
実

号
」の
運
行
を
10
月
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

な
お
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

秦児童クラブ

日本陸上競技選手権大会

自主防災組織による訓練

市内循環バス（直実号）

TEL

順調
36.2％

（21 施策）

遅れている
1.7％（1施策）

おおむね順調
50.0％ (29 施策）

やや
遅れている
12.1％

（7施策）

政策提言の達成度

伊勢町ふれあい公園
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埼
玉
県
で
は
、
地
域
に
お
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
の
普
及
啓
発

を
行
い
、
県
民
、
事
業
者
、
行
政

と
と
も
に
取
組
み
を
推
進
す
る
推

進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
切　

12
月
16
日（
金
）ま
で

任
期　

平
成
24
年
４
月
１
日
か

　

ら
26
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
要
件

①
県
内
に
在
住
し
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
地
域
で
の
活
動
を
行

え
る
こ
と
。

　

低
公
害
・
低
燃
費
の
軽
自
動

車
へ
の
乗
り
換
え
を
推
進
す
る

た
め
の
奨
励
金
制
度
で
す
。　

　

軽
自
動
車
税
を
納
付
さ
れ
た

場
合
、
申
請
に
基
づ
き
税
相
当
額

を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
新
た
に(

初
め

て)

課
税
さ
れ
る
次
の
軽
自
動
車

（
平
成
23
年
4
月
2
日
～
平
成
24

　

ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
や
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交

通
機
関
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
見
直
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
セ
ン
タ
ー　

０
４
８-

５
３
６-

０
５
５
７

◆
環
境
政
策
課(

江
南
庁
舎)　

０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

Ｗウ
ォ
ー
ム

Ａ
Ｒ
Ｍ　
Ｂビ

ズ
Ｉ
Ｚ

　

暖
房
時
の
オ
フ
ィ
ス
の
室
温
を

20
℃
程
度
に
設
定
し
、

“
寒
い
時
は
着
る
”

“
過
度
に
暖
房
機
器
に
頼
ら
な
い
”

　

そ
ん
な
原
点
に
立
ち
返
り
、
暖

房
に
頼
り
過
ぎ
な
い
生
活
を
実
践

す
る
の
が
ウ
ォ
ー
ム･

ビ
ズ
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
重
ね
着
を
す
る

な
ど
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ

D
A
Y
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」と
は
、

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用

し
て
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
経
験
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら

省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
を
行
え
ば
、
削
減
で

き
た
二
酸
化
炭
素
量
が
計
算
で
き

ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
や
環
境
政
策
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
冬
の

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ

Ａ
Ｙ
に
参
加

し
て
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を

見
直
す
き
っ

か
け
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

STOP
温暖化

STOP
温暖化

STOP
温暖化

ストップ
　

地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭

素（
C
O
２
）な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
増
加
が
原
因
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
排
出
量
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
球

の
平
均
気
温
が
上
昇
し
、
異
常
気

象
の
多
発
や
海
面
の
上
昇
な
ど
、

人
類
の
生
存
基
盤
を
脅
か
し
か
ね

埼
玉
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員

募 集
低
公
害
・
低
燃
費

軽
自
動
車
に
対
す
る

奨
励
金
制
度

励奨 金
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

年
4
月
1
日
の
間
に
新
車
登
録

が
必
要
）

①
電
気
自
動
車
（
燃
料
電
池
自
動

車
含
む
）

②
天
然
ガ
ス
自
動
車

③
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車

④
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準

75
％
低
減
車（
★
★
★
★
）で
、

か
つ
平
成
22
年
度
燃
費
基
準

25
％
向
上
達
成
車
又
は
平
成

27
年
度
燃
費
基
準
達
成
車

申
請
方
法

　

平
成
24
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
納
付
後
に
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
平
成
24
年
度
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

②
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
対

し
て
熱
意
と
識
見
を
有
し
、
地

域
で
の
温
暖
化
対
策
の
普
及
啓

発
活
動
を
自
主
的
に
行
え
る
こ
と
。

③
県
等
が
実
施
す
る
新
規
推
進

員
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
。

④
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
18
歳
以
上
の
方（
た
だ
し
、

高
校
生
を
除
く
。）

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/ondankasuisinin.htm

l

◆
県 

温
暖
化
対
策
課

　
　

０
４
８-

８
３
０-

３
０
３
８

な
い
事
態
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

京
都
議
定
書
に
お
い
て
、
日
本

は
１
９
９
０
年
に
比
べ
て
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
６
％
削
減
す
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
こ
の

約
束
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
温
室
効
果
ガ

ス
を
減
ら
す
取
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あ
すねっと」で行われました。文化功労者は、井上勲氏、大塲三郎（大場香峰）氏、原口昌倫氏です。ま
た、教育関係職員22人も表彰されました。　　　　　　　　　　     ◆社会教育課　  内線394TEL

氏は、昭和 33 年より地域の青
年学級の一環として柔道教室を
開設、平成 3 年には妻沼町柔道
連盟を設立し、長きにわたり柔道
を通じ青少年の健全育成に努め、
現在、柔道五段で妻沼柔道連盟
会長、熊谷市柔道連盟副会長、
熊谷市体育協会理事を務めるな
ど、スポーツの振興に大きく貢献
しました。

また、35 年にわたり地域文化
財の調査研究、保護に努め、そ
の発表会等も数多く開催しまし
た。現在は妻沼地域文化財調査
研究会会長として職務に精励し、
その功績は誠に顕著であります。

公民館活動におきましても、高
齢者学級講師として、地域の高
齢者学習、健康増進等に 20 年に
わたり尽力しました。　

さらに、安全運転管理者協会
副会長を 20 年近く務め、交通安
全、事故防止に積極的に取り組
み、警察庁長官表彰受賞。「子ど
も見守り隊」の地区代表として、
児童の登下校時の防犯、事故防
止に献身的に努めています。

このように、優れた人格と献身
的努力により広い分野で活動し、
本市の社会教育の推進、スポー
ツ、文化の振興に寄与した功績
は誠に顕著であります。

氏は、書道団体「香風会」を
主宰し、書の研さんに励み、公
民館主催の書道教室の講師を務
め、児童・生徒、成人の書法の
指導にあたりながら、生涯学習
の楽しさを伝えてきました。

江南総合文化会館を拠点とし
て、江南書道連盟を結成し、書
道作品の発表展示会を積極的に
開催しています。

また、県外でも、特定非営利
活動法人官公書道連盟事務局
長、副理事長を歴任し、書展の
開催等、書道文化の普及発展に
努めています。

平成 8 年には、江南文化団体
連合会発足に尽力し、副会長、
会長を務め、文連フェスティバ
ル、熊谷市江南文化祭、地域伝
統芸能今昔物語等の開催、むさ
し江南音頭保存会の立ち上げな
ど、地域文化の向上に貢献して
います。

また、埼玉県文化団体連合会
理事、市町村部会副部長として
も、文化振興の諸活動を展開し
てきました。

このように、精力的活動と情
熱により、本市における書道の
普及、文化振興に寄与した功績
は、誠に顕著であります。

氏は、熊谷市バスケットボー
ル連盟理事、理事長、副会長、
会長等を歴任し、さらには、県
バスケットボール協会審判委員
長として審判技術の向上に努め
るとともに、埼玉県中学校体育
連盟研究部常任委員長として研
究発表会を積極的に実施するな
ど、市内外にわたる活動により、
スポーツの振興、競技力の向上
に大きく貢献しました。

平成 11 年より、熊谷市体育
協会常務理事に就任。広報専門
委員会委員長として、精力的に
各団体との意見調整を図り、機
関紙「スポーツ熊谷」の紙面の一
層の充実のため、編集手法の研
究にあたっています。平成 19
年からは、副理事長として尽力
し、市民の生涯スポーツの充実
発展に多大なる貢献をしました。

また、熊谷市バスケットボー
ル連盟、県北バスケットボール
協会の設立に尽力し、組織の充
実、基礎づくりに努め、県北バ
スケットボール界の発展を図る
とともに、平成 21 年からは、そ
れぞれの会長として重責を果た
しています。　

このように、卓越した情熱と
指導力により、本市におけるバ
スケットボールの普及、スポー
ツの振興に寄与した功績は、誠
に顕著であります。

大
お お ば

塲三
さぶろう

郎（大
お お ば

場香
こうほう

峰）氏
（78 歳）三本

井
いのうえ

上　勲
いさお

氏
（76 歳）原井

原
はらぐち

口　昌
まさみち

倫氏
（74 歳）箱田

TEL

TEL

TEL
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●妻沼庁舎 妻沼行政センター　  048-588-1321TEL●江南庁舎 江南行政センター　  048-536-1521TEL市政ワイド ●熊谷市役所　  048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1TEL●大里庁舎 大里行政センター  　0493-39-0311TEL 市政ワイド

申
請
方
法

　

免
除
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
と
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各

行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
担
当
課
で
証

明
を
受
け
、
N
H
K
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
信
料
に
関
す
る
お
問
合
せ

◆
N
H
K
さ
い
た
ま
放
送
局

　
　

０
４
８-

６
４
３-

１
０
３
０

　
　

０
４
８-

６
４
１-

７
４
３
５

・
そ
の
他
の
障
害
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
お
気

軽
に
障
害
福
祉
課
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み　

①
R
U
N
N
E
T

　

（http://runnet.jp/

）

②
専
用
の
振
替
用
紙
で
の
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
振
替(

郵
便
振
替)

③
費
用
を
添
え
て
左
記
へ

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
な
ど
は
エ
ン
ト

リ
ー
セ
ン
タ
ー（　

０
３-

３
７
１
４-

７
９
２
４
）へ
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
役
所
６
階
）　

 

　
　

内
線
３
９
１

ところ　大里生涯学習センター あすねっと 文化ホール
定員　350 人　※定員になり次第締切ります。

とき　12 月 5日（月）13 時～9日（金）12 時　ところ　市役所 1 階ロビー南
内容　小学生の人権ポスター・標語の入賞作品、上須戸・籠原・石原
　　　保育所の人権啓発作品の展示

　

第
９
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
深
谷
市
花
園

文
化
会
館「
ア
ド
ニ
ス
」で
開
催
さ
れ
、
各
市
町
の
小
学
生
に
よ

る
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
特
選
作
品
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
本
市
の
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
人
権
政
策
課　

内
線
３
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
社
会
教
育
課　

内
線
３
８
８

つ
た
わ
る
よ　

つ
な
い
だ
手
か
ら　

                      

　
　
　
　
　
　
　

  

思
い
や
り

佐
谷
田
小
学
校　

５
年　

沼ぬ
ま
が
み上 

晃こ
う
だ
い大
さ
ん

行
動
と　

言
葉
で
つ
た
え
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

思
い
や
り

久
下
小
学
校　

５
年　

渋し

ぶ

や谷 

佳か

ほ穂
さ
ん

か
た
む
け
よ
う　

心
の
声
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

君
と
ぼ
く

市
田
小
学
校　

５
年　

兼か

ね

こ子 

耕こ
う
す
け輔
さ
ん

笑
顔
は
ね　

仲
よ
く
な
れ
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

魔
法
だ
よ

中
条
小
学
校　

５
年　

松ま
つ
お
か岡 

輝ひ
か
る

さ
ん

あ
り
が
と
う　

君
の
言
葉
で　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

つ
な
が
る
心

太
田
小
学
校　

５
年　

三み

さ

わ澤 

奈な

お

き

央
己
さ
ん

とき 平成 24 年 1 月 18 日 ( 水 )
13：30 ～ 15：30

平成 24 年 1 月 25 日 ( 水 )
13：30 ～ 15：30

平成 24 年 2 月 1 日 ( 水 )
13：30 ～ 15：30

テーマ 障害者の人権
「白杖から盲導犬へ」

同和問題
「同和問題の解決をめざして」

子どもの人権「養育の現場から見
える子どもの心」

講師 熊谷理療技術高等盲学校
前校長　西川益司氏

埼玉県人権推進課
柏浦勝良氏

社会福祉法人 養徳園
園長　福田雅章氏

オープニング
アトラクション 一箏会（琴の演奏） 熊谷市消防音楽隊 ハートフルミュージック

（ヴィオリラの演奏）

TEL TEL

TEL

障
害
者
週
間
と
は

　
　

国
民
の
間
に
広
く
障
害
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
週
間
で
す
。

　施設を利用している障害者
が創作した絵画、書道、工作
等を展示します。
とき　12 月６日（火）～９日（金）
ところ　市役所１階ロビー北

　

本
市
で
は
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

◆
障
害
福
祉
課　

内
線
５
３
０

TEL

TELFAX

と
き　

３
月
18
日（
日
）

と
こ
ろ　

熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

申
込
み　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

12
月
25
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

郵
便
振
替　

12
月
12
日（
月
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

TEL

TEL

　

12
月
10
日
は「
人
権
デ
ー
」、
12
月
４
日
～
10
日
は
、「
人

権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週

間
」で
す
。

　

12
月
10
日
～
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」で
す
。
啓
発
週
間
を
機
に
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心

を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

熊谷西小学校　６年
高
た か ざ わ

澤 あゆみさん

三尻小学校　６年
荒
あ ら か わ

川　紫
し お り

織さん
妻沼小学校　６年

津
つ も と

本 佳
か の ん

音さん
妻沼南小学校　６年

斉
さ い と う

藤　朱
あ か り

里さん

市田小学校　６年
長
は せ が わ

谷川 佳
か ほ

穂さん

ハートフルセミナー（人権問題研修会・指導者養成講座）

人権週間
作品展

人
権
標
語
　
　

人
権
ポ
ス
タ
ー
　
　

障害者作品展

参
加
費

募
集
種
目
・
定
員

一
般
・
壮
年

３,
０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア

１,
５
０
０
円

中
学
生

   

５
０
０
円

小
学
生

   

５
０
０
円

親
子
マ
ラ
ソ
ン
２,
５
０
０
円

 

ハ
ー
フ

 

マ
ラ
ソ
ン

2,500 人

男
子 

一
般
、
壮
年

女
子 

一
般

10 

km

2,000 人

男
子 

一
般
、
壮
年
、
ジ
ュ
ニ
ア

女
子 

一
般

５ 

km

2,000 人

男
子 

一
般
・
壮
年
、
中
学
生

女
子 

一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
中
学
生

2.5 

km

700 人

小
学
５･

６
年
生
男
女

1.5 

km

400 人

小
学
４
年
生
男
女

1.5 

km

フ
ァ
ン
ラ
ン

750 組

小
学
１
～
３
年
生
男
女
親
子

ゲストランナー

増田明美さん

大東文化大学陸上競技部

12
月
３
日
～
９
日
は

　
　
　
　
　
　
　
「
障
害
者
週
間
」で
す

熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

               
参
加
者
募
集
中

第22回

ま
ち
を
愛
し
、
地
域
を
愛
し
、 

人
を
愛
す
る
心
を
め
ざ
し
て

　

各
種
支
援
事
業
や
制
度
に
は

医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
減

免
、
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
利
用
の
際
に
は
、
次
の
手
帳
の

所
持
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳（
赤
色
）　

　
　

肢
体
、
視
覚
、
聴
覚
お
よ
び

心
臓
や
じ
ん
臓
を
始
め
と
す
る

内
部
障
害
な
ど
、
身
体
障
害
の

あ
る
方
の
た
め
の
手
帳
で
、
障

害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
～
６

級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

療
育
手
帳（
緑
色
）　

　
　

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
手
帳
で
、
障
害
の
程
度
に
よ

り
、
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
水
色
）

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
手
帳
で
、
障
害
の
程
度
に
よ

り
、
１
級
～
３
級
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
手
帳
の
交
付
手
続
き
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
詳
し
く
は
、
障
害
福
祉

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

全
額
免
除　

・「
身
体
障
害
」「
知
的
障
害
」「
精

神
障
害
」の
手
帳
所
持
者
が
世

帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
場
合

半
額
免
除　

・
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

で
契
約
者
の
場
合

・
重
度
の「
身
体
障
害
」「
知
的
障

害
」「
精
神
障
害
」の
手
帳
所
持

者
が
世
帯
主
で
契
約
者
の
場
合

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

申込み　人権政策課　  内線 356・社会教育課　  内線 388
※１回だけの申込みもお受けします。

TEL
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市政ワイド

星川

荒川通線

　
「
少
し
の
時
間
な
ら
…
」「
み
ん

な
が
置
い
て
い
る
か
ら
」な
ど
、

安
易
な
気
持
ち
で
放
置
を
す
る

と
、
自
転
車
等
が
歩
道
を
ふ
さ

ぎ
、
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
や

交
通
事
故
の
発
生
源
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
乱
雑
に
置
か
れ

た
放
置
自
転
車
等
は
、
盗
難
に

遭
い
や
す
い
の
で
、
自
転
車
駐

車
場
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
熊
谷
駅
周
辺

の
放
置
整
理
区
域(

左
図)

に
自

転
車
等
が
放
置
さ
れ
た
と
き
は
、

警
告
札
を
は
り
、
一
定
時
間
経

過
後
に
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

撤
去
し
た
放
置
自
転
車
等
は
、

市
で
保
管
し
、
返
還
時
に
措
置

費
用(

自
転
車
２,
０
０
０
円
、

50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

３,
０
０
０
円)

を
徴
収
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
撤
去
後
は
、

３
か
月
保
管
後
に
処
分
し
ま
す
。

◆
安
心
安
全
課　

内
線
２
８
５

　全 9 提案の応募があり、書類選考および公開プレゼンテーションによる選考の結果、下記の提案が候補事業として採
択されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆市民活動推進課　　内線 329

種別 提案団体 事業名 所管課
（市のパートナー） 提案概要

市
提
案

ＮＰＯ法人
エコネット熊谷 涼しさ体感事業 企画課 「階段アート」など、視覚に訴え、涼感を演出する。さらに、緑化アー

ト（「幼木持ち寄りアート」等）を実施、緑化の推進を図る。

熊谷市認知症
キャラバンメイト
の会

サポーター・タグ
普及事業 長寿いきがい課

認知症患者等の介護者は、トイレで異性を介護する時など、周囲
の人の理解に不安を感じるため、介護中を示す札 ( サポーター・
タグ ) を作成、事業所等で講座を実施したうえで配置し、介護者
へ貸し出し、介護環境の改善を図る。

市
民
提
案

ＮＰＯ法人
子育てネット
くまがや

子育て応援
セミナー事業 こども課

子育て家庭の不安と負担の軽減を図り、家族や地域全体で子育て
できるよう、各種セミナーを開催し、子育て家庭および地域の子
育て力の強化を図る。

まちづくり
プロジェクト
めぬまチャンネル

めぬま周遊
ポタリング事業 都市計画課

利根川サイクリングロードを活用し、妻沼地域を中心にポタリング
（自転車散策）のためのモデル事業（「自転車マップ作成」「自転車利用
促進イベント開催」「レンタサイクル運営」）を実施し、地域の活性化
を図る。

特定非営利活動法人
ＮＰＯくまがや

介護者サロン
ほっとたいむ事業 長寿いきがい課

在宅高齢者を介護する人を支え、孤立を回避できるよう、介護者
のサロン・交流会・支援セミナーを開催し、介護実態を把握する
調査も実施する。

甲山古墳を守る会 甲山古墳
美化推進事業 社会教育課 古墳の原型が分かるように、下草刈り、外周路整備、案内板設置等を行

い、地域の歴史資源とし、郷土愛を醸成しながら、地域の発展を図る。

TEL

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
市
政
の
実
現
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
市
長
へ
の
メ
ー
ル
・
手
紙
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
幅
広

い
広
聴
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◆
広
報
広
聴
課　

内
線
２
０
６

市
長
が
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
場
で
す

条
例
や
計
画
案
に
ご
意
見
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
メ
ー
ル

で
受
付

郵
便
で
市
へ
の
提
言

ハ
ー
ト
フ
ル
・

　
　

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
長
へ
の
メ
ー
ル

市
長
へ
の
手
紙

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
長
が
市
内
各
所
に
お
伺
い

し
、
重
要
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
自
由
に
語

り
合
う
懇
談
会
で
す
。
開
催
日
時

と
場
所
は
市
報
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
政
策
調
査
課　

内
線
３
６
８

　

市
長
へ
の
メ
ー
ル
の
送
信
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
長
へ
の
手
紙
を
お
送
り
い
た

だ
く
に
は
、
市
役
所（
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
等
）、各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

出
張
所
、
熊
谷
駅
・
籠
原
駅
連
絡

所
、
各
公
民
館
、
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
児
童
館
に

設
置
し
て
あ
る
専
用
用
紙
に
、
ご

意
見
等
を
記
入
の
う
え
、
ご
投
函

く
だ
さ
い
。切
手
代
金
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
専
用
用
紙
以
外
の
ハ
ガ

キ
・
封
書
等
に
よ
る
ご
意
見
等
も

受
付
け
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

左
記
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先

〒
360-

8601 

宮
町
二
丁
目
47
番
地
１

　

熊
谷
市
長
あ
て

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見

公
募
）」と
は
、
重
要
な
条
例
や
計

画
な
ど
の
案
を
事
前
に
公
表
し
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
市

民
の
ご
意
見
を
考
慮
し
て
市
の
意

思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
政

策
形
成
過
程
に
お
け
る
市
民
の
市

政
へ
の
参
画
の
機
会
を
広
げ
、
よ

り
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
年
２
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

「
熊
谷
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画（
案
）」（
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
関

係
）で
は
、
37
名
の
方
か
ら
合
計

１
０
８
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
計
画
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
施
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ご
意
見
は
郵
送
、
F
A
X
、
電

子
メ
ー
ル
、
書
面
持
参
い
ず
れ
の

方
法
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
企
画
課　

内
線
５
２
９

TEL

TEL

平成24年度市民協働「熊谷の力」候補事業が決まりました お
寄
せ
く
だ
さ
い
あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
案

熊
谷
市
の
広
聴
事
業

TEL

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢

者
が
運
転
す
る
交
通
事
故
の
減

少
を
目
的
に
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
無

料
乗
車
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
ま
で
の
手
順　

①
免
許
を
返
納
す
る
前
に
、
上
記

の
と
お
り「
必
要
な
も
の
」を
用

意
し
て
、
市
役
所
３
階
企
画
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
警
察
署
へ
行
き
、
運
転
免
許

を
返
納
し「
申
請
に
よ
る
運
転

免
許
の
取
消
通
知
書
」を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
右
記
の
取
消
通
知
書
の
写
し
と

引
き
換
え
に
、
市
役
所
３
階
企

画
課
で「
無
料
乗
車
証
」を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
ご
本
人
が
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に

自
主
返
納
を
さ
れ
た
方
も
発
行

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
返
納

時
に
警
察
署
で
受
け
取
っ
た「
申

請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」と
上
記
の「
必
要
な
も
の
」を

用
意
し
て
企
画
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

自
主
返
納
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

◆
熊
谷
警
察
署
交
通
課

　
　

０
４
８-

５
２
６-

０
１
１
０

　
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

◆
企
画
課　

内
線
２
１
５

対
象　

70
歳
以
上
の
市
民
で
、
こ

れ
か
ら
警
察
へ
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
る
方

　
　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た

こ
と
等
に
よ
り
運
転
免
許
が
失

効
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

企
画
課
（
市
役
所
３
階
）

必
要
な
も
の　

運
転
免
許
証（
有

効
な
も
の
）ま
た
は
保
険
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
、
証
明
写
真

１
枚（
縦
４.

５
㎝
×
横
３.

５

㎝
）。

TEL

TEL

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
へ

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
し
ま
せ
ん
か
！

自
転
車
等
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

ゆうゆうバス無料乗車証「ゆうゆうパス 70」見本

第18回熊谷市高校女子サッカー大会
「めぬまカップ“2012”」

キャッチフレーズ募集!!

　2012 年 3 月 25 日（日）～ 29 日（木）に開催する
第 18 回熊谷市高校女子サッカー大会「めぬまカッ
プ“2012”」のキャッチフレーズを下記により募集し
ます。
　最優秀作品は、ポスター・プログラム・要項他、
大会に関する広告に活用します。

大会概要　毎年 3 月に全国から 48 の高校女子サッ
カーチームが熊谷に集い、夏の全国大会前哨戦と
して熱戦を繰り広げます。なでしこジャパンＷ杯
優勝メンバーのうち過去に 9 名が本大会に参加
しました。

応募方法　下記①～⑥を明記し（応募用紙あり）、申
込み先へ持参・郵送・送信を。１人何点でも応募可。

　①キャッチフレーズ（20 文字以内）　②キャッチ
フレーズの簡単な説明　③氏名　④郵便番号　

　⑤住所　⑥めぬまカップへのご意見

常
盤
木 

対 

日
本
航
空

「
め
ぬ
ま
カ
ッ
プ“
２
０
１
０
”」決
勝

応募期間　12 月 20 日（火）必着
応募規定　・自作の未発表作品に限ります。
・入賞作品に関する一切の権利は実行委員会に帰属

します。
・作品を使用する場合、一部修正・変更をする場合

があります。
表彰　入賞者は 3 月 25 日（日）開会式で表彰。記念品進呈
問合せ・申込み先　スポーツ振興課（実行委員会事務局）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
◆スポーツ振興課（市役所 6 階）　
　　内線 391　　048-525-9330
　E-mail sportsshinko@city.kumagaya.lg.jp放置整理区域

至市役所

南口

正面口 東口

熊谷駅
ティアラ 21 ニットーモール

17

TEL

TEL FAX


